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史跡森将軍塚古墳
一補修事業報告書

平成10(11)年度

長野県更埴市教育委員会



史跡森将軍塚古墳は、長野県下最大の前方後円墳です。昭和56年度から平成 3年

度にかけて、11年の歳月を費や して古墳築造当時の姿に正 しく復原整備 を行ない、

広 く公開いたしました。古墳の復原整備にあたっては、築造当時と同じ材料、同様

の工法で三E事 を実施 しました。現在、古墳には埴輪が並び、葺石で覆われた姿を古

墳時代そのままに見ることができます。こうして復原整備 された森将軍塚古墳の写

真が、月ヽ学校 6年生の社会科の教科書に掲載されたことから、たくさんの子供たち

が見学に訪れるようになりました。

しかし、整備工事後十数年という歳月を重ねるにしたがって、古墳時代でもそう

であったように一部葺石の崩落が始まり、古墳の保存および見学者に危険な状況に

なってまいりました。更埴市では、森将軍塚古墳の築造当時の姿を今後も多くの人

びとに見ていただき、歴史の正しい認識を持つと共に、歴史ロマンを想い起こさせ

る場としてまいりたく、このたび古墳の補修事業を行ないました。

21世紀を迎え、今後さらに後世にわたり森将軍塚古墳を保存し、新たな文化創造

の場として活用されることを願ってやみません。

西暦2000(平成12)年 1月 4日

更埴市長 宮 坂 博 敏

例次目

I 補修事業の概要

1 事業の概要………………………………………………3

2 補修工事の概要………………………………………4

H 破損状況 とその原因

1 墳丘の破損状況……………・…・………・5

(1)破損の性状

9)破損の範囲

2 破損の原因……………………………… 7

(1)葺石部の破損原因

9)裾石垣部の破損原因

3 破損状況の調査…………・…・…………・8

(1)葺石の状況

(2)裾石垣の状況

Ⅲ 補修計画と工事

1 補修計画…………………………………11

(1)補修計画

(2)実施設計

2  ネ甫1参二E司障…・…・…・…・…・…・…・…・…・…・…・…・…・17

(1)施工仕様

(2)施工工程 と工事費

Ⅳ まとめ

1 今後の維持管理…………………………・23

2 史跡の活用………………………………23

写真図版……………………………………………25

1 本書は、平成10・ 11年 度に更埴市が実施 した

『史跡森将軍塚古墳補修事業』の報告書である。

2 本書の編集は、更埴市森将軍塚古墳館が行なっ

た。本書の執筆は担当者矢島宏雄および、実施設

計者 帥荒井研究所 荒井 仁が分担執筆 した。

3 本書中の墳丘各部位の呼称等は、前回の整備事

業 と同じ呼称、表記 とした。

F史跡森将軍塚古墳―保存整備事業発掘調査報

告書・保存整備報告書―』更埴市教育委員会1992

年

4 写真 。図面は、設計図書や施]1者 より提出され

た写真、古墳館で撮影 したものなどを使用 した。

本書中の図面の単位は、ことわりがないかぎり

“mm"である。また標高は、海抜 “m"でぁる。

5 本事業に関する設計図書 。写真等の資料は、全

て更埴市教育委員会が所蔵 し、更埴市森将軍塚古

墳館で保管 している。

*表紙写真

1999年 7月  梅原章一氏 撮影/提供

補修工事中の史跡森将軍塚古墳

右側 :更埴市森将軍塚古墳館

中央 :「科野のムラ」や広場

左側 :長野県立歴史館



I 補修事業の概要

事業の概要

事業に至る経過 更埴市では、昭和56年度から平成 3年度までの11年 を費や して史跡森将軍塚古墳の

全面的な保存整備「史跡森将軍塚古墳保存整備事業」を行ない、築造当時 と同じ材料、同様の工法に

より、築造当時の姿に正確に復原整備 を実施 した。その後、整備計画段階において懸念された墳丘盛

上の圧密沈下、凍結融解や雨水による葺石下地土 (四和土)の洗掘は予想以上に進行 し、特に墳丘の

北側部分の裾石垣上部から葺石への変換′点付近は、葺石下地土の流失により陥没し石材がせ り出して

きた。また、墳丘斜面の葺石面 も著 しく乱れた状態 となり、一部葺石の崩落が発生 し、今後 も引き続

き葺石の崩落が懸念される危険な状況 となった。

平成 9年 6月 に、長野県教育委員会に早急に補修事業を実施 したいことを説明し、具体的な検討 を

はじめた。同年 12月 には、前回整備事業の整備委員 としてご指導いただいた岩崎卓也 。木下正史両先

生 と長野県教育委員会 を交え、現地調査のうえ破損原因の究明、補修範囲や補修工法など具体的な検

討を行なった。その検討結果を添えて、平成10年度文化財関係国庫補助事業計画を長野県教育委員会、

文化庁に提出し指導を仰 ぎ、早急に補修工事が実施できるよう要望 した。平成10年 3月 には北佃1裾石

垣の一部が崩落 し、さらに葺石の崩落が予想され、古墳見学者に危険な状況 となった。以上の経過 を

」、まえて、本事業は平成10年度に実施することとなった。

事業の実施 本事業の実施にあたっては、更埴市教育委員会文化課 (平成11年度からは生涯学習謀 )

の 1刑
・置機関である更埴市森将軍塚古墳館において事業事務 を担当し実施 した。事業は平成 9年度にま

とめた「史跡森将軍塚古墳補修計画」に基づ き、破損が最 も進行 している後円部北側斜面を中心に葺

石、裾石垣の積み直 しを行なった。

また、補修箇所の裾石垣・葺石の除去に併せて、破損状況の調査を実施 した。調査は、墳丘斜面に

設定した 3箇所の現況墳丘断面の観察を行ない、記録写真撮影や断面図 。平面図等 (縮尺比 1/20)

を作成した。本調査の所見に基づき、墳丘盛土除去範囲を決定して補修工事を実施 した。

表 1 補修事業概要

文化財名称 もりしょうぐんづかこふん

史跡 森将軍塚古墳

指定 昭和46年3月 16日

所在地 長野県更埴市大字森字大穴山

3122-281L

事業名 平成10年度 史跡森将軍塚古墳補修工事 事業期間 平成10年 5月 11日  か ら

平成12年 2月 25日  まで

事業内容 葺石784m2 裾石垣30m2他補修
補修工事報告書刊行

事業費 総額 53,000,000円
(国50% 県15% 市負担35%)

事業者及び

事務所管

更埴市長 宮坂博敏

更埴市教育委員会 生涯学習課 (平 成10年度文化課)  更埴市森将軍塚古墳館

事業関係者 指 導 文化庁         本中 具 文化庁記念物課文化財主任調査官

長野県教育委員会    平林 彰 長野県教育委員会専門主事

岩崎卓也 東京家政学院大学教授 (前回整備委員)

木下正史 東京学芸大学教授   (前 回整備委員 )

事務局 下崎文義 教育長    竹内幸義 教育次長

西沢秀文 生涯学習課長 坂口寛子 (平成10年度文化課長 )

金井幸二 文化財係長  下崎雅信 (平成10年度文化財係長 )

北島信平 古墳館長   矢島宏雄 古墳館管理・学芸係長

矢島洋子 破損調査員
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補修工事の概要

本補修工事は、葺石や裾石垣の積み直しを行なうもので、葺石設置にあたっては墳丘盛土の一部解

体除去作業を行ない粘性土を扱うこととなるので、梅雨期並びに凍上の起こる冬期間を避けた。また、

保存整備事業が完了した平成 4年度より毎年行なわれている11月 3日 の「森将軍塚まつり」までには

大方の補修工事が終わり、12月 下旬の降雪時までには全ての工事が完了するよう計画した。しかし、

予期せぬ工事請負業者の倒産、その倒産に伴う事務手続きや経験のある石工の確保等に時間を要 し、

当該年度内に事業を完了することができない事態となり、事業の繰越しをせざるを得ないものとなっ

た。そのため、事業は平成11年度に繰越し、補修工事が完成したのは平成11年 8月 末となった。

実施設計 補修計画検討段階においては、将来への保存に向け一部工法の変更も検討 した。裾石垣か

ら葺石への変換′点付近の裏込めにコンクリー トによる石材の固定を考えたが、これまでの本古墳の保

存整備基本方針であった「古墳築造当時と同じ材料、同様な工法で整備する」という方針から大きく

異なってしまうこと、また文化庁のオ旨導もあリコンクリー トによる補強は行なわないこととした。 し

たがって、将来再び補修を行なわなければならない補修方法となった。

補修方法は、これまでと同様の工法で補修を行ない、葺石下地土を四和土から砕石に変更し、破損

の大きな要因でもあった変換′点付近の裏込の仕様も若千変え、押さえの石材を多数裏込に用いるよう

改良した。また、変換′点付近が鋭角に裾石垣から葺石へ続いていた部分に若千九味をもたせたるよう

改良して補修することにした。なお、葺石下地土の除去範囲は、解体を行ない緩んだ部分のみ除去す

ることとした。

補修工事 工事は、現場が狭い痩せ尾根であることから、仮設通路・解体石材置場などの仮設工事か

ら着手した。破損部分を解体 してみないことには墳丘盛土除去範囲が決まらないことや、慣れない作

業であることから、施工条件の良いくびれ部寄 りから作業を行なった。後円部北側は、墳丘裾近 くま

で崖がせまっており、直接クレーンでの資材の運搬ができないので、古墳時代さながらの人力による

運搬となり手間のかかる工事 となった。また、新補石材の採集にあたっては、0田 中光男商会の協力

により有明山産の石英斑岩を採集することができた。

本工事に伴って、補修部分の現況葺石・裾石垣、墳丘盛土の一部を解体除去するので、破損状況の

原因を探ること、破損状況の記録を作成することを目的に、解体工事に併せて調査を実施した。調査

は補修部分に 3箇所、裾石垣部分に 2箇所、断面観察ができるように葺石 と墳丘盛土、裾石垣の除去

を行ない、断面図の作成、写真撮影を実施 した。

表 2 補修工事概要

工 種 工期 費用 施工者 工 事 内 容

実施設計
工期 平成10年 6月 16日 ～平成10年 7月 10日

設計委託料 1,785,000円  受託者 :船荒井研究所
実施設計図書作成

施工監理
工期 平成10年 8月 14日 ～平成11年 8月 30日

監理委託料 4,000,500円 受託者 :船荒井研究所
施工監理

補修 ]二事

工期 平成10年 8月 12日 ～平成10年 9月 14日

請負工事費  798,000円  請負者 :船北 澤 組

(契約解除に伴い再発注)

平成10年 10月 6日 ～平成11年 8月 30日

請負工事費 45,801,000円  請負者 :長坂建設帥

一部仮設IE事のみ

葺石ネ甫修784m2 裾石垣ネ甫修30.3m2

葺石 ロナ也言吉め二11858m21ま か聰 ネ甫1参]1
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H 破損状況 とその原因

1 墳丘の破損状況

補修工事前における墳丘の現状は、前方部においては前而 。東側の墳丘内盛土 と墳丘表而の葺石お

よび裾石垣は全体 として安定 した状態にあった。そして前方部の西側では、葺石の一部に石材の飛び

出しや陥没が見られ、裾石垣の上部葺石への変換 `点箇所の石材が前方にわずかにせ り出す変状が発生

していた。後円部においては、東側 と東側 くびれ部は前方部の前而 。東側 と同様に全体 として安定 し

た状態にあった。 しか し、西側から北4員1・ 背面は墳丘表面の葺石・裾石垣共に石積みの乱れが大 きく

発生 し、石材破損や墳丘斜面の変形が著 しく発生 していた。

(1)破 損 の 性 状

現状の墳丘から、葺石・裾石垣の破損はその程度および、前方部 。後円部各箇所の方位に関連 して、

破損区分の順位により、表 3の ように区分 した。

墳丘全体の中で最 も破損が進行 し、今回の補修工事の主たる対象 となった後円部西側 。北イ員]・ 背而

の葺石部 と裾石垣部について、変形などの破損の詳細は次のような状況であった。

葺石部 a.葺 石材の陥没が大きく生 じ、墳丘斜面線形に著 しい乱れが生 じていた。

(不規則な沈下に対応 し、後円部西側・北側・背面の墳丘斜而の全域で、墳丘表而の凹

凸がいたるところで発生 していた)

b.葺石材が全体 として、墳丘斜面下部方向に沈下変動 していた。

(葺石最上部石材一上段テラス葺石一が 1石分ほど下がっていた)

C.葺石材に割れ破損が発生 し、石材の抜けなどから、その上部石材の落ち込みが生 じてい

た。

裾石垣  a.裾 石垣では、北側先端部付近の基部の石材 (根石)が沈下 していた。

b。 その基部石材の沈下に伴い、その上部石積みに乱れを発生させ、石材のせ り出しが生 じ、

北佃1先端 2箇所、背面の 1箇所では上部の石積みが崩落 していた。

C。 上部石積み変換′点の石材が、外側に大 きくせ り出している箇所 (あ ご出し)が多く、そ

の石材の落下の危険や上部の葺石の支持に対 して極めて不安定な状態であった。

表 3 墳丘破損状況

破損区分 箇  所 方 位 葺石積み破損の性状 裾石垣破損の性状

破損が進行

し全体の崩

落に至 る

後円部西側
〃  Jヒ 恨|

〃 背而

西北～北東 葺石の飛び出しや陥没のため墳

丘斜面の浮き沈み症状が全体に

わたり激 しく、石材の抜けや破

砕が随所に発生。

上部の葺石 との勾配変換点の石

材のせ り出しや、石積み全体で

石材のはらみ出しが発生。一部

では石積みが崩落。

部分的破損

あり

前方部西側 西～西北 葺石の浮き沈み症状が部分的に

発生。石材の抜けや破砕は少な
い

上部の葺石 との勾配変換点で石

材のせ り出しが発生。

軽微な破損

あり

後円部東側

前方部東側

前方部前面

束～南

南～南西

葺石の浮き沈み症状は軽微であ

り、石材の飛び出しがわずかに

発生。

上部の葺石との勾配変換点で石

材のせ り出しがわずかに発生。
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(2)破損の範囲

葺石部の破損変状は、後円部全域 と前方部西側で発生 してお り、前方部東側 。前面では保存整備工

事後の経年によりわずかな石積みの乱れはあるものの、日立った破損変状は見受けられない。後円部

西側・北側 。背面が、変状の最 も激 しい箇所であ り、前方部西側では、変状が部分的に発生 していた。

後円部東側、前方部東側 。前面では、局所的に石材の飛び出しの変状が発生 していた。

裾石垣部の破損変状では、裾石垣上部の一部で石積み崩落が発生するなど、最 も激 しい破損変状 を

している箇所は後円部北側であった。この次に破損が進行 したのが後円部西側 と背面であり、裾石垣

変状の最多形態である葺石部 との勾配変換 `点
の石材のせ り出しは、西側 くびれ部から前方部西側では

水平方向に連続 して発生 してお り、背面では部分的に発生 していた。前方部東側から前面では、葺石

部の状況 と同様に目立った破損変状は見受けられなかった。

(前方部西側 )

葺石の浮き沈み症状が部分的に発生

石材の抜けや破砕は少ない

(後 円部西側 )

(前面 )

(後円部北側 )

目立った破損変状はない (背面 )

0  (1 :1,000) 20m

葺石の浮き沈み症状は軽微であり:

(前方部東側 )
石材の飛び出しがわずかに発生  (後 円部東側 )

図 1 葺石部変状範囲図

上部の葺石との勾配変換点の石材の迫 り出

しや石積み全体で石材のはらみ出しが発生

上部の葺石との勾配変換点で

石材の迫り出しが連続して発生

一部では石積みが崩落

/

目立った破損

変状はない

上部の葺石との勾配変換点の

石材の迫り出しや石積み全体

で石材のはらみ出しが発生

上部の葺石との勾配変換点

石材の迫 り出しが部分的に発生

図 2 裾石垣部変状範囲図

0 (1:1,000)20m
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破損の原因

(1)葺石部の破損原因

葺石部の破損性状である石材の浮き沈みや抜け、割れなどの発生は、下記が原因と判断 した。

①葺石下地上の緩み 後円部西側・北側・背面は、方位や気候条件から冬期は日照が少なく、積雪が

あり、そして北からの寒風が直接、葺石面にあたる。この結果、表層部分での凍結・凍上 。融解の繰

り返しの影響を強く受け、葺石直下の四和土がきわめて緩い状態となった。そしてまた凍結 。凍上・

融解の繰り返しは、石材内部に潜在的な低強度の層理面を有していた石材の割れを引き起こした。そ

の結果、葺石の陥没が発生し、斜面表層の変形となった。この箇所以外では、葺石下地土の緩みが発

生しているものの、表層部分での凍結・凍上 。融解の繰り返しが後円部西側・北側・背面ほど強くな

かったことが、破損の発生を少なくした。

②表層盛土の沈下 後円部西1員 1・ 北側・背面は、盛土量が東側 。前面に比較して多い (盛上の厚さが

ある)こ とから、圧密により盛土の沈下が進行した。そして「①葺石下地土の緩み」とともに、葺石

の陥没を助長し、墳丘斜面表層の変形に至った。

③葺石目地材の流失 後円部西側・北側・背面の葺石目地は、「石灰十粘土十砂」を用いて目地充損

を行なった (昭和60年度施工)。 雨天時、斜面上を流れる雨水により洗掘が進み、日地材が流失し、

石組の安定を失わせた (東側では「石灰十粘土+71yru石 」を用いて目地充損を行なっていることから、

砂が洗掘により流失しても砕石が目地にかんで石組を保たせている)。

④小石材の多用と石材の割れ 葺石に小石材を多く用いていることから、盛土沈下の動 きに対 して影

響 を受けやす く、抜けや沈下などの変動 を生 じた。そして、整備工事施工時に選別除去できなかった

不良石材 (石材内部に潜在的な低強度の層理面を有 していた石材)の割れ・破砕が後に発生 し、石組

みの緩みを助長 した。

12)裾石垣部の破損原因

裾石垣部の破損原因は、次の点が考えられる。

①葺石下地上の裏込への流入 Rl)葺石部の破損原因 ①葺石下地上の緩み」によって下地土が緩み、

降雨水の浸透によって水分を多量に含んだ下地土が下方へ流れ、裾石垣の背面裏込へ流入した結果、

裾石垣への背面圧力が過大となり、石材の押し出しを発生させた。下地土は細粒度の粘性土を用いて

おり、細粒度であるため水分を含有しやす く、塑性状から液状に近い状態となり、下方の裏込内栗石

間へ流入したのである。この葺石下地上の裾石垣裏込への流入が、破損の激しい後円部西佃1・ 北側・

背面と、葺石から裾石垣の勾配変換点の石材のせ り出しが生じている前方部西側などでも発生してい

たことが、補修]二事の石積み解体の際に判明した。

②勾配変換点石材の耐力不足 葺石部と裾石垣部の変換部は急激な「曲がり」となっており、勾配変

換′点石材に上部葺石荷重が集中することから、石積みの構造上は不安定な形態である。上記の「①葺

石下地上の裏込への流入」が誘因となって上部葺石荷重に対する耐力不足が生じ、その箇所で大きく

せ り出しが起きた。

③基礎地盤の耐力不足 石積み全体で石材の落下やせ り出しが激 しく、一部で崩落が生 じていた裾石

垣の北側先端部付近は、地形上から浸透水の集合する場所 となっている。 したがって基礎地盤は含水

量の多い耐力の低い性質であった。保存整備工事では地盤改良を行なったが、浸透水の流入 と凍結 。
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凍上 。融解の繰 り返 しによって上部石垣の荷重に対 して耐力で劣るために基部石材 (根石)の沈下が

生 じ、石積みの沈下や石材がせ り出し、その結果石積みの一部崩落を招いた。

破損状況の調査

(1)葺石の状況

後円部西側から北側の上段テラスの肩部の変動について、葺石最上部の破損調査 を行なった。補修

工事範囲の葺石最上部の石材はいずれもず り落ちていたが、丁張 りNQ18-17間では、各葺石最上部の

石材は昭和60年度施工時より大 きく外方へず り落ちていた。丁張 りNQ18では外方へ約30cm、 下方へ約

12cmず り落ちていた。丁張 りNQ17では、外方へ約35cm、 下方へ約 18cm、 同様にず り落ちていた。石材

がず り落ちた隙間には、上段テラス面に敷設 した砂利がず り込んでいた。

墳丘斜面の変形について、補修工事範囲内の丁張 りNQ17、 NQ18-19、 NQ20-21間の 3箇所墳丘断面

観察を行なった。いずれの箇所でも、墳丘表面から約20～ 30cmま での葺石下地土は緩んで柔らか くなっ

ていたが、その下層は堅 く良 く締まっていた。葺石は、各石材が変動 し、本来石材の面が揃 うように

積 まれていたものが、凸凹になり石材面が不揃いとなっていた。

12)裾石垣の状況

3箇所の墳丘断面のほかに、裾石垣の破損が著 しい墳丘北側の丁張 りNQ16-17間 で 2箇所の断面観

察を行なった。丁張 りNQ16寄 りでは、裾石垣上部石材が約20cmほ ど外側に押 し出され、不安定な状態

となっていた。その石材の裏込部分には葺石下地土が流れ込み、勾配変換部付近は葺石材が陥没した

り、外側へ飛び出したりして大 きな隙間ができていた。丁張 りNQ17寄 りでも、裾石垣上部石材が外側

に飛び出し、その上部の葺石は陥没していた。 ・

(上段テラス面 )

丁張No 17 丁張No 18

___ (487.87m) (上段テラス面 ) 488.Om___L_____一 ― ― ― ―― … ……… …――― ―一 ―― ……… … … … … ……… … … ………-7(487.86m)

(t:59;

図 3 葺石最上部の変動状況
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ν
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(裾石垣 )

ξ
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′

′

′

ノ
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んでいる葺石下地

(四 和 土 )

(整備盛土 )

図 4 葺石・裾石垣変動状況墳丘断面図





Ⅲ 補修計画と工事

補修計画

(1)補修 計 画

前章で記した墳丘の破損状況とその原因の検討とともに、破損部の今後の変動と補修の必要性につ

いて検討した。前章「 1 墳丘の破損状況 (1)破損の性状」では破損区分の分類により今後の変動に

ついての予測を行なった。本章では、破損原因と関連させて今後の変動と補修方針、補修計画立案内

容について報告する。

1)今後の変動

後円部西側・北側・背面は、葺石部では最 も破損が進行 しており、石材の抜けや破損が多く、葺石

下地上の緩みも全面にわたっていた。そして葺石目地材も流失していることなどから、破損の主原因

である凍結・凍上 。融解の繰 り返しと雨水の洗掘による下地土の流失が今後も生 じ、葺石材の不安定

化はさらに進行 し、この範囲全体の葺石の崩落に至ると判断された。

前方部西側や東側などでは葺石材の抜けや破砕は少なく、石材の沈下変動が部分的に、あるいはわ

ずかに発生するにとどまった。北側と比較すると、方位 と気象条件から凍結・凍上 。融解の影響は少

なく、砕石の目地材が機能していたことから早急に変動が進行することはないと判断された。 しかし、

部分的に、あるいはわずかに発生した破損部から、徐々に破損が拡大することが予測された。

裾石垣部は、葺石部の最も破損が激しい範囲と同じ後円部西側・北4貝 1・ 背面で一部の石積崩落と石

材のせ り出しやはらみ出しが生 じていたことから、石組はすでに構造的に不安定な状態となっており、

葺石部の変動と相まって急速に変動が進行 し、石積の崩落が生じると判断された。

前方部西側の裾石垣の葺石部との勾配変換点で水平方向に連続して石材がせ り出している破損箇所

は、構造的に釣 り合いの保たれていなかった石組が石材の変動によリー応の安定化が図られたケース

ではなく、当初形態の不安定な構造を保持 したまま (断面が急激な曲がりとなっているため、石垣前

方へ石を押し出す応力が働いている)であつた。 したがって、上部の葺石材と葺石下地土、墳丘盛土

の上部荷重はさらに勾配変換点の石垣材を前方へ押し出す働きをすることから、石材のせ り出し変動

は進行 し、石垣材の抜け落ちが発生すると判断された。そしてこの変動に伴い、周囲の石材の変動も

誘導し、上部葺石や裾石垣崩落が発生すると予測された。

2)補 1参計画

葺石部は、後円部西側 。北側・背面では変動が進行 し全面の崩落に至るとの判断結果と、ほかでの

部分的およびわずかな破損の箇所も徐々に破損が拡大するとの予測結果から、これらの破損箇所につ

いては補修を行なうこととした。葺石部の補修工法は、破損状況やその原因から墳丘盛上の圧密沈下

は施工後の初期段階で大きな進行があり、保存整備後の載荷重と大きく変わることがなければ今後の

沈下は少ないこと、葺石施工で下地の四和土深部は緩んでいないことから、補修内容を次のように計

画した。
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補修内容 ①変状部の葺石の除去

②目地材の除去、周囲の緩んだ四和土の除去

③凍結融解による緩みに抵抗力のある砕石による葺石下地の施工

④割れ石材の新補石材交換、再用石材による葺石の設置

⑤「石灰+粘土十砕石」を用いて目地充損を行なう

保存整備工事で施工 した空積み工法に基づ くこの改良案に対して、別案として、緩んだ四和土下地

部分をコンクリー ト基礎 とする工法を検討した。この工法では、葺石下地をコンクリー トとすること

から葺石材および石組を安定させるために、下地や目地にモルタルなどの結合材を用いなければなら

ない。この工法は葺石部の安定 。耐久性からは優れているが、森将軍塚古墳の保存整備工事では、墳

丘の復原にあたって改良を加えるものの、当初工法である空積み工法の保存と復原で行なうという、

重要な方針に背 くこととなる。そして空積みとコンクリー ト・モルタルを用いる練積みとでは、石積

みの仕上 り具合に大きな違いがある。練積みの場合、石積みが変化に乏しい陰影のない単調な面となっ

てしまう。空積みの場合では石材の選定を行ない、形状に合わせて構造的安定を図るべ く石積を構成

させることから、練積みの石積み表情とは異なる味のある外面が造られる。このような状況から、古

墳の保存と理解のために補修工法は空積み工法の改良案とし、コンクリー ト基礎工法は用いないこと

とした。

裾石垣の破損部の補修は、葺石との勾配変換′点の石材の耐力不足に対する補強が重要′点である。補

強案として勾配変換点石材の奥側裏込部をコンクリー トで巻き込み、水平方向にこのコンクリー トで

つなぐことを検討したが、このコンクリー ト巻き込み石材部と下部の空積み石垣部 とでは工法が異な

ることから、将来の石積み挙動に差異が生 じ、新たな破損を導 く原因になると予想された。そして葺

石部の補修工法検討と同じく空積み工法の保存と復原という方針にも従って、コンクリー トの使用を

避け、勾配変換`点石材の裏込側で石材の控え積みを2～ 3段にわたって行ない、上部荷重を石積前面

側で受けるばかりでなく、裏込側でも受け、荷重の分散を図り、勾配変換′点部分の石材の負担を軽減

することとした。

この補修工法は、後円部と前方部勾配変換部の破損補修に対して同様な方法として行なうこととし

た。後円部西側 。北側・背面の石積み崩落部や石材のせ り出し部では、基礎部の沈下はすでに進行 し、

今後の沈下は少ないと考えられること、葺石部の補修や勾配変換′点の補強により、保存整備工事の空

積み工法で安定が得られると判断されることから、裏込も含めて解体 し、再構築することとした。

け)実 施 設 計

葺石および裾石垣破損部補修のために当該箇所の解体を行なったところ、葺石部では匹1和 土下地や

その下層の盛土に対する凍結・凍上 。融解の影響が、当初予測していたよりも浅い部分にとどまって

いた。また裾石垣では葺石部との勾配変換′貞石積の裏込に葺石下地の粘性土が流入しており、この粘

性土の移動が石材せ り出しの主原因と判断された。

実施設計はこの解体工事結果を受け、補修計画案に修整を加えて最終設計を作成した。

1)葺石部補修設計

葺石部の解体工事の状況により、四和土下地材は葺石表面から250mm内 外のところまで、きわめて

緩い状態となっていたことが判明した。この深さ部分で「凍上」「凍結融解」が発生 したと考えられ

る。これは昭和59年度に行なった北斜面上での凍結深測定調査の結果と合致する。この下層はきわめ
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て堅い盛主体 となってお り、 ll`i:11初 よりも安定化 していた。

νЧ和 11下 地材の解体はこの 1羊 石表lniか ら250mmま での深さで行なって補修 を加えればltい ので力)っ

たが、単イ「材の設置 1ヽ法 と施jll性 を考慮 し、葺石表面から350mmま で行なうこととした。この 1羊 石本イ

下地の解体部分は、「凍 IJ「ヤ束結融解」の発生防J[1の ため、I17bイ fを 裏込 として入れることとした.,1+

石は径40～ O mmの粒度分布が｀
1警J的になるよう調整 したものである。 峰石 []地は、この簡所では

｀
崎初、

llll性 上 とイf灰 を混合 した二和 11を 用いたが、雨水により流失 し石積みの挙動を助長することか′)、 後

円部東側や11方部東{員J。 西側などの諄イf目 地材 と同 じく砕石 (径 20～ O mm)も 入れた三和 11に 変更し

た。

2)7111イ「1亘部補1参 設計

社1石■1の破オ員原因で記したように、石積みの全体的な破損は、 FI石 および下地上の変形に

'tlNが

あ

ると半1断 した。 したがって :単 イ「部の711i修 により、この点は解決される。 しか し、石積み形状か′)11部

の峰石 との勾配変換点で石材のせ り出しが発生する|∫能性は ri定できないことから、上部の石材背 1面

の裏込内に控え積みを行ない、 11部荷重をより広 く受け、その荷 l■ を表山iの 石材のみでな く背 lni裏 込

にも分散させ るよう図った。またイi材のせ り出しは、」1初 :!111で は社1石■1積み と葺石積みを一連で行

なわなかったことによって、社1イ「夕1と 自:石 の間に水平方向の‖地が通る結果 となったことが、この変

形を助長した。 したがって今|11の補修 :11事では、裾石士「1の L山 iは 1年 イf材の乗りを考え、石材がかみ合

うよう (|]地が水平にな′,な いよう)行なうこととした。

3)そ の他の補修設計

:|イ f・ 裾イilHの破 lit部 71i修 のほかに、保存整備工事完 了後の経 11や利用形態に対応 して補修や 交換

の必要がrLじ たlFl所があり、次のような内容の補修を11計に加えた。

後円部埴輪一部交換  11段 テラスに設置 した埴輪は、見学者による墳 lI敷砂利の投石のため ・部が破

射lし ていた。特に、上段テラスの西側から北側の善光寺平を望むところに設置 した埴輪は、ほとんど

が投イfに より破litし ていた。一方、前方部上の埴輪は、手で触れることができる位置に並んでいるた

めか、壊された埴輪はまったくなかったぃ破損 した埴輪

を、新たに焼成 した埴輪と交換 した。

後円部墳頂砂利交換  ll記の■1輪破損の原 ltlで ある墳頂

敷砂利は、径10～ 40mmで あった。この径が大きいため、

投石により埴輪の日縁部などが欠ける原因になっていた。

All輪本体は硬質な磁器質で″)る ので、墳 lrtの 敷砂利を径

が10～ 20mmの 小砂刑lに 交換 して、九「1輪破損の被害を防 ぐ

||lirriを とった。

その他 そのほかに、経 11に 伴 う老朽や汚技について補

修を4iな った。また、補修 :ll寸iの仮設工事 と関連 して撤

去対象となった施設なども、 1呼 :設 置の際、必要に応 じ補

修 を加えた。その補修は、墳 llイ f階段、ロープ柵、防護

lll、 照明設備の塗装などを対象とした。

図 5 破損埴輸の状況 (上段テラス)
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図 7 後円部葺石変形部補修工程図
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図 9 前方部裾石垣変形部補修工程図
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９

“ 補修:li事

(1)施工仕様

葺石材 。四和上下地材除去  :Tイ iの 解体、 ド地材除」そ作たは全て人ノリで行なうニヒとし、 :|:イ i本 イは

'
運搬にてワ イヤ ーモ ッコllNlに 集イiし 、 クレーーンにてイ「本イク,IFi場 にlllti基 した 1反 lri場 ではギilれ な ビのイJセ

Itが ′
liじ ているイilイ は取 り除き、場

//1処
分とした,

PЧ 千‖11卜 地 |イ は、 1年 イ「人1白 iか r,35(ヽmド肝|ま でのl ll`共 |!ノ にて緩んでtヽ る|イ お よび、 IJl糸 占

“

|に 八́ てヽ も

除去したぃ緩んでいる層は スコ ′フなどの小器本イですき取 り、「 1結 11は ツ
'レ

ハシで掘削除去を行な ′

た,| ニイしr,の 卜1也 11は 11'i lil↑ |1白 iグ)11111に シ ートを専支lilし 、  Lノ」からニグ)シ ‐―卜
`i lJ卜

11を

'イ

こし
´
〔ナ|「 111さ

せ、 クレーンにて搬出したぃ除」:し たνЧ利|11卜 地小イは、すべて場外処分とした なお、1除 Jtし た ニグ)

νЧ和 11は lT石 H地 :占 め本イとしてlll利 |||で きることか r,、 公 1束lll・lに lll iJi保 竹 して1)る

葺石設置 。基礎砕石敷設  II:石 |」 は、破判1本

`お

.よ び小径のイi本 イを除いて除去石材を1与 ltt用 した 破 |11

などで場外処分 としたイf本 イの交換本イおよび、llKけ 落ナ,ゃ破砕剖;の畑i/L石 小イは、保イr整付i li`11の 際 と同

様に有|り 1出 産 lllの イi共以[ソ トのりilniィ i(枠 ぇ1(2{kヽ mlノ」外)と し、 |llム
・
1‖ i」 で採ユ|(し て

'||い

た

'た

礎砕石は 0～ 4()mmの 粒 1儀 !J‖ 整砕イiを 用い、イ|イ i積みを先行施 l:し 、イi積 1～ 2段毎にり|に 礎 I十 イiを

締めPlめ て敷設した

IT石 の同地 i占 めは、本li性 111()nl.に 力1し 、 rll lセ 調整砕イ10～ 25mmを 07m・ 、消イi灰 を34kg/m`の 1‖ r)

とした 1利 I卜 を小径の突き棒、ヘラな どを用いて同地の全てに充損 した .雨 水の人流によるljtl幅 を

`
1ま して、充損は jl:イ

iノ(1白 iと 同 ‐
1向 iと なるように施 Iiし た,

石垣解体 」Tイ「剖;解体 と同様に仲1石 J11の 解体 も積イi・ 喪込本イとも全て人ノ」で解体 した lJKIltイ iト イ、 li

砂の混入した奥i△ 本イ (制 栗イf、 日潰 し砂利)は 全て場外処分 とした

石垣積および裏込工 石メl:材 はllttt HI能 な解体材を1与 使用 したが、破litな どで 4く 足したため li:イ i‐と同

じ,ネ :出 地・材f rlで ネ南足石材を収集した.収集に力)た ソ́ては標準 1ヽ法 を中13()(ヽ m、 高2()cm、 1(1()(ヽ mと 定め、

111容 範レ1を ±10cmと した,、 また、 lJ内」変換点の控え積みは 2～ 3段積み とし、枠え1(45(ヽ m内 クトのit方

形のイi本 イを選別 して、 利1′ 1の イ「小イのオ妾合 lniヵ 嘔(く f縦 保でき、 か メ́女定する .よ う |`′ 板状に li比 |「:し た り[

込材は径50～ 80mmの 割石 を用い、締め国めて敷設した。

図10 裾石垣復原エ
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o (1:1,000)20m

A― A'断面図

B― B'断 面図 D― D'断 面 図

後円部裾石垣補修範囲

図12 後円部補修工範囲断面図

-19-



35
No 22

34
No 21

32   33

図13 補修工事墳丘斜面傾斜角 (S=1:800)

表 5 補修工事計画高と座標

34
No 19

35
No 18

34
No 16

33

No 15
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32

表 4 各測点の形状

▽ 計画高

No 13
ア    35
No 12

35

No 10
30

口■●●●・ 施工曲線

一一一― 設計曲線

座標位置

図14 裾石垣変換部の施エ

ーー 20 -―
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(2)施工工程 と工事費

工事工程 当初ill'卜 着 手は平成 1()年 8月 12日 、完 」
′
は同年12)114日 の 予定であ ,́た 。清

「
後、後円部

西側墳麓部に クレーン
'に

の設
「

1お よび、資材・機械搬出入のための仮設道路 I:'l手 を進めていたところ、

9月 7日 に1青 ft施 ll業者が |′ l己破産 し l:`liが 中断 した。 9月 14Hに 1■ 11青 ft ltJ約 が解除され、1()'18

日に1呼 人本しを行ない 1111を 1年開 した。当初の施 11業 者はHri和 5911か
',｀

14成 3イ 11ま での保存整備 11'11の

請rt業 者であったこと力・i)、 この補修 :1111で は石 11を は じめ 千ノし、 111:な どの作業11、 現場 lilr l支 術

絆などを
'1時

と同 じ人1(体 1川 で行なうことにしていた。 しか し、施 li業 考が変更となったことカイ)、

人14体 ll lの )と /[し を余儀なくさオしることとな ,́た
.、 特にイ「 11に ついては、 人が変′)る ことによ ,て イi

積みの外観が変わるために、補修範,日 外の II石 や裾イiル 1と の村11上 が懸念されたので、石 11の 確保、人

選・体桁1つ くりに |1数 をでセやす状況 となった。 また、冬期は小∫:雪 により 1111を 中lXJせ ざるを11な い二

とかす)平成10年 度中は111の 進捗は微々たるものであ った,,こ のような状 7)と かす)や むなく lil馴 の延 l〔

をとり決め、
｀

「 成H l14サ |か r,施 11体制を整備 し、本格的に 11'liを 行な ,́た 、,

施 11に あたつては、後円部イ破損簡所のfli修 が本 1111の 11体 であることかす)、 このFlli修 かメ)行 なうも

のとし、 れ梅1参 範レHを :Iイ i音6と その ド音6の社1イ「■1と  ‐組にして 5:li区に分け、 1年 イi解体→ネ||イ fJlt解 体 う

社1石力:復 原→ iヤ イ「復属tを 基本 ll程川ri序 とし、各■ |え てこれを繰 り返 して施 1:し た.I第 11:|て は後円部

北西側で、この簡所か′,北側、東側へ と各:l:|え をlκ 分 し、第 5:ll区は後円部背 l白 iである,,第 l lilκ か

す)第 3 1ilえ では後円部北西側に設Fiし た クレーン:11で解体材の仮 ri場や場外処分のための搬出、補i修

材料の搬人などが行なえたが、第 4・ 511区 は仮設道の耐力によるクレーンlli規
1史 の lili置 111限 か r)ク

レーシ車ブー Z、 が九ilか ないため、一部入力運搬で資材の搬出入を行なった
`,

後111音 61年イ「。社1イ f力 17甫 1蓼 11'liは 4月 11句 か「,7り lドイリまで 4簡 り‖11を 1要 した,7'1:|:41Jか r,|11方 部

lll側 の神1石■1勾 配変換点のイF積み補修や部分的な鼻石破オit剖Sの補修、その他の補修 li'liを 8り ]中 4り ま

で行なった。最後に仮設道路などの仮設関係の撤去と後片付清掃を行ない、 8月 末に 11'liは 完「 した,

工事費  li寸iは ll木 11事公障l li事 として発注し、共通llk設費、諸経費 (現場管FE費 、一般管Fl費 )は

建設省 11本 :lit■ 積算基準の l iflfl公 1劇
jli事の率によったぃ表 6・ 7に 11りi費 の内 IJく と !111数 1ltを 掲 41kす

る。表中の金額は、再入札の工事費である。

図15 墳頂敷砂利工 工事期間中は安全に配慮 し、見学者に工事の様子も見てもらった
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表 6 平成10(H)年度 史跡森将軍塚古墳補修工事費

工 種 金  額 種 金   額

後 円 部 葺 石 部 補 修 工 14,638,478Fl 仮 設 工 事 費 8,909,777円

後円部裾石垣崩壊部補修工 1,191,644F可 土
（

通 仮 設 費 2,883,000円

後円部裾石垣変形部補修工 601,082円 現 場 管 理 費 4,048,000111]

前方部裾石垣変形部補修工 632,223F可 般 管 理 費 3,486,9281:I]

雑 ネ甫 1多 7,228,868円

直 接 工 事 費 計 24,292,295FEl 総 △ 訓
´

43,620,0001]]

表 7 補修工事直接工事費・仮設工事費内訳

工 種/種 別 金  額 数 旦
里

後 FI]音6葺石音6ネ甫修三l二

解体工

3,064,530円 葺石材除去工784m2

下地土除去]1133.3m3

その他 (不良石材処分、下地処分 など)

後円部葺石部補修工

葺石復原工

11,573,948FEl 葺石設置工784m2

基礎砕石敷設工133.3m3

その他 (法面整形工、交換および補足石材収集、日地詰め工 )

後円部裾石垣崩壊部補修工

解体工

245,523円 石垣解体工30.3m2

不良石材 。裏込石処分9.lm3

後円部裾石垣崩壊部補修工

石積工

946,121円 石垣積工30.3m2、 裏込工18.lm3

その他 (交換および補足石垣材収集、控え積み石材 )

後円部裾石垣変形部補修工

解体工

9,119円 石垣解体工16.4m3

不良石材・裏込石処分2.5m3

後円部裾石垣変形部補修工

石積工

591,963FEl 石垣積工20.5m2、 裏込工7.2m3

その他 (交換および補足石垣材収集、控え積み石材)

前方部裾石垣変形部補修工

解体工

137,035FEl 石垣解体工17.4m3

不良石材・裏込石処分2.5m3

後円部裾石垣崩壊部補修工

石積工

495,188円 石垣積工21.7m2

裏込工7.3m3

その他 (交換および補足石垣材収集、控え積み石材 )

雑補修 ]二

後円部墳頂砂利仕上工

1,631,250FЧ 435m2(玉 砂利除去、前方部上へ移動敷均 し、墳頂に小砂利

敷設)

雑補修工

後円部破損埴輪補修工

2,396,730Fll 円筒埴輪12個、朝顔形埴輪 4個、壷形埴輪 3個

菊能ネ甫1多]1

その他

3,200,888F可 ロープ柵230m、 防護柵36.8m、 芝張380m2

照明設備補修 1式 (8基塗装、投石防護ネット修理 )

石階段補修 3箇所 (石材のズレを修理 )

葺石変形部補修 1式

葺石 目地詰め74m2

直 接 工 事 費 合 計 24,292,295F可

仮設道路工 2,020,480FЧ 西側仮設道路 仮設盛±284.6m3

石材置場ほか足場板仮設路工 891,502円 石材置場462m2

クレー ンニ11 5,639,200FЧ トラッククレー ン30t 106日

安全柵ほか見学者用仮設路工等 358,587円

仮 設 工 事 費 8,909,777円
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Ⅳ まとめ

今後の維持管理

今回の後円部北側の補修工事範囲は、前回の整備工事施工後すでに13年経過 した部分である。古墳

築造当時 と同じ材料、同様の工法で整備 したので、古墳時代 と同様に墳丘の葺石崩落が起こったと考

えられる。整備 した古墳築造当時の姿を後世に伝えてゆ くためには、今後 もこうした補修工事 を10年

ないし、20年 ごとに行なわなければならないと推察される。

また、今回の補修工事範囲以外の墳丘斜面の葺石は、す ぐには崩落することはないと推測されたが、

葺石 目地が流失 して不安定な形状になってお り、近い将来 目地詰め補修 を行なわないといけない状況

である。一方には、経年変化 した葺石に表情がみえるとの感想 もあるが、古墳の将来への保存を考え

ると早急に補修 しなければならない。 また、史跡を将来へ保存 してゆ くためには、たえずこうした補

修等の維持管理を行なってゆ く必要がある。

維持管理 現在、古墳の維持管理は所管の更埴市教育委員会生涯学習課の教育施設である、更埴市森

将軍塚古墳館で担当している。12月 から 1・ 2月 の積雪期 を除き、常時 1～ 2名 の職員 (シ ルバー人

材センター派遣作業員)を 配置 し、墳丘斜面葺石の目地から生える雑草や張 り芝部分の除草などを行

なっている。墳丘の除草は人力を中心に行ない、必要により部分的に除草剤 も使用 している。こうし

た維持管理性に要する経費は、年間約2,300千円ほどである。

森将軍塚古墳友の会 平成 2年 5月 に発足 した『森将軍塚古墳友の会』、市民のボランティアによる

草取 りも継続 して年に 3回行なわれている。平成11年度で10年 を数え、延べ1,142名 の参加があった。

また友の会員有志によって、ボランティアガイ ドを行なおうとの声があが り、来年度 4月 からの実施

に向け、古墳館においてガイ ド養成講座 を実施 している。

こうした、市民自らが森将軍塚古墳の保存や理解 を深めようとの試みが継続 して行なわれてゆ くた

めには、行政による支援や市民への働 きかけが重要である。更埴市森将軍塚古墳館は、森将軍塚古墳

の資料の保管や展示公開と併せ、古墳の維持管理 を行なうことを目的に設置された施設であるので、

市民の協力を得て行なわなければならない役割は大きい。

史跡の活用

史跡森将軍塚古墳の保存整備事業が完成し、平成 4年 9月 28日 から一般公開が始まった。その後、

整備された古墳はどのように活用されているのか、事例を紹介しておきたい。

科野の里歴史公園 平成 2年度から着手した史跡周辺の公園化事業は、平成 5年 4月 に「科野の里歴

史公園管理1セ ンター」を開設して供用を開始した。本事業は、自治省の「」、るさとづ くり事業 (地域

総合事業債)」 により実施 したもので、史跡指定地周辺の土地公有化を行ない、古墳までの見学路の

整備、採石後の崖の防災工事や、古墳の麓には古墳時代の集落を復原展示 した「科野のムラ」、駐車

場等の整備を行なった。平成 6年 4月 からは、見学者の利便に配慮して古墳の麓から古墳までの間に、

「古墳見学バス (有料)」 の運行を始めた。平成 6年 11月 に本公園の中核的施設として誘致した「長野

県立歴史館」が開館 し、古墳を訪れる見学者や見学バス利用者は年間35,000人に達 した。
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一方、更埴市では第 2期公園整備事業として、森将軍塚古墳の出土品を展示する市立博物館の建設

事業を進め、平成 9年 4月 15日 に「更埴市森将軍塚古墳館」を開館 し、科野の里歴史公園整備事業を

完了した。本公園整備事業には、21億 1千万円を要 した。また公園周辺には、民間の観光農園や農産

物の販売や食事を提供する施設「あんずの里物産館」が建設され、一帯はカルチャーレクリェーション

の場所として整備、活用が図られるようになった。

平成 8年 4月 に改訂された「小学校 6年社会」の一部の教科書に森将軍塚古墳の写真が掲載された

ことから、遠足や社会見学で古墳を訪れる学校関係の団体が、年間160校 15,000人 ほどにのぼ り、更

埴市森将軍塚古墳館には年間35,000人 が訪れるようになった。

森将軍塚まつり 古墳の整備が完成した平成 4年 11月 3日 に開催された市民手づ くリイベント「森将

軍塚まつ り」は、以後毎年開催されている。初回は市教育委員会が中心となって、市民の有志を募 り、

多くの市民に復原した森将軍塚古墳を見ていただこうと開催 したものだが、 2回 目からは市民による

手づ くリイベントとして定着し、今日に至っている。さらに、公園内に設けられた「科野のムラ」の

田んぼの田植えもイベント化され、毎年女子高校生の早乙女による「お田植えまつ り」が行なわれて

いる。 1月 1日 の初 日の出を森将軍塚古墳で拝もうというイベントも地元市民によって開催され、毎

年、雪に覆われた古墳に300人 ほどが登 り、新年を祝 うようになった。

このように、史跡森将軍塚古墳は、更埴市のシンボル的な存在となり、またまちづ くりに大きな位

置を占めるものとなっている。今後、古墳を後世に伝えていくと共に、さらにまちづ くりに活かす工

夫が必要であろう。

図16 科野の里歴史公園

至あ″す曜,きさく
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写真 1 補修工事後の古墳全景
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写真 2 破損状況 (補修工事前 )
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写真 3 破損状況 (補修工事前 )

|ltり tl

|く /ヽ,「ilillll,|い



写真 4 破損調査111

ヽ

濯

rl」 IIに 11111 1

1り l(り ,ヽli lト

イIJ・ウ |||∴ |,

イ

'円

「|:;||||り li llヽ サ1.H¬

|キ riノ、111,|||口 |||||
1,| ||!||:||′

 

´
ぃ /1

Fi l占 :1‖ 叫|サ 1.1ヽ )ヽ  |||||||
「

1イ |ヽ lJI:11イ :サ :  || |
i t  ll llll ,り  | |llt l   t ,



写真 5 破損調査 12)
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写真 6 補修工事状況(1)
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写真 7 補修工事状況 2
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写真 8 史跡の活用例
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